









The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) (2017) 
announced that the elementary school English would be a subject in 2020 and deal with four 
English skills: listening, speaking [interaction], speaking [presentation], reading, and 
writing. Therefore, the third and fourth graders at elementary school are going to have 35 
English classes and fifth and sixth graders have 70 ones in a year. Furthermore, the number 
of game activities which were used a lot in previous classes are decreased and "Small Talk" or 
some interactions during the conversation are introduced. The level of these activities 
became higher than before to enhance students' communication ability. The attention about 
four English skills are paid a lot to fifth or sixth graders, however, the third graders should 
be a starting point in order to begin and succeed in English classes under the new MEXT 
lesson plans. Therefore, this paper attempts to propose confirming the importance of 
language acquisition from the points of view such as second language acquisition, brain 
science, and motivation. In addition, this paper suggests suitable ideas of English lessons for 
elementary school students, and suggests how to make efficient connections from third 





り]・話すこと[発表]・書くことの 4 技能 5 領域を扱うことになる（文部科学省, 2017）。そのため、










も大きな負担となるであろう。3 年生、4 年生、そして 5 年生の新学習内容の積み上げがあって
初めて 6 年生の学習内容が可能となることを忘れてはいけない（直山, 2018）。従って、2020 年
までの移行期間にしっかりと中学年で英語の「音声」に慣れ親しみ、教科化になる高学年に橋渡


















2018 年 6 月 30 日に行われた日本児童英語教育学会第 39 回全国大会で文部科学省教科調査
官・国立教育政策研究所教育課程研究センター調査官の直山木綿子氏の講演があったが、その
内容を引用すると、3 つの柱を生かした 3 要素（目標と指導と評価）を学習・指導の改善に生
かすことが大切であると述べている。更に新教材の確認事項として、以下の 4 つが示された（直
山, 2018, pp. 23-24）。 
① 高学年用教材は、3 年生から外国語活動を、計 70 時間経験してきた児童が活用すること
を想定 
② 中学年用教材は、5 年生から外国語科、計 140 時間の学習を経て、中学校につながること
を想定 







教材内容を具体的に見てみると、今までの Hi, friends! （文部科学省, 2012）では多く取り
入れられていたゲームが減り、新教材の Let's Try!（文部科学省, 2018a）や We Can!（文部科
学省, 2018b）では、Let's Watch and Think が入り、更に高学年では Small Talk のような「話
すこと［やり取り］」が多く扱われるようになった。従来の児童にとって本当でないことを言わ















習者の高い自己自信）（Richards and Rogers, 2001）。 
② 自己決定理論を取り入れ、学生の 3 つの心理的欲求（有能さ・自立性・関係性）を満たす
授業内容にする（Deci and Ryan, 1985）。                        
③ 言語学習には、文化的側面が大事である。動機づけ Strategy 11 で第二言語の母語話者や















































のは難しく、長期記憶に蓄積されないと言語習得が促進されない（井狩, 2007）（表 2 参照）。 
従って、言語に対して学習者の注意が向けられることにより学習者の意識が働く。そして、
新たな情報が既に記憶されている情報と照合されることにより学習者の気づきが起こると考え





例）先生の写真を児童に見せて、She can play tennis. … 続ける。 
Look.  This is Mr. ….  He or She? と児童に尋ねる。 
How about Ms. Hibiya? と尋ねる。 
児童は、She と言う（Ms. Hibiya が She であると児童はわかる）。 
次に How about you?と尋ねることで、I と You の世界に戻す。 
子ども数名とやり取りをして、目の前の人を You、自分のことを I、 
この場にいない人を He / She と気づかせる、わからせる必要がある。 









































て、より大きい長期増強を発生させることで、記憶が容易になる。事象 A の信号 




グメモリを育てることにより、学習や思考が円滑に進む（井狩, 2007, pp. 87-88）。 
 














表 2 脳のメカニズムからの言語習得   （井狩, 2007; 大石, 2006 を参考に筆者作成） 
脳 
① 覚えたいことに興味をもつ             →    記憶が容易になる 
② おもしろいという感情をともなって覚える      →    記憶が容易になる         
③ 事象 A と B を関連づけて覚える         →    覚えやすい 
④ ワーキングメモリを育てる              →    学習や思考が円滑に進む 
          言語に対して注意を向けさせる           （井狩, 2007） 
                                      
 
言語刺激に対して意識が働く             （井狩, 2007） 
（脳内の血流量の増加・脳を活性化させる）          （大石, 2006） 
                            
 
新たな情報＋既に記憶されている情報の照合         （井狩, 2007） 
                 
 
「気づき」が起こる                  （井狩, 2007） 
（この認知プロセスが習得に不可欠な出発点）         
                                               （Lightbown & Spada, 2014） 
            
発達段階に応じて 脳内に構築される言語体系が精緻化         （井狩, 2007） 
                            
    
学習者が言語規則を無意識に内在化                   （大石, 2006） 
                            
 
潜在知識として取り入れ、長期記憶に蓄積                 （井狩, 2007） 
                            
          



















表 3 課題の難易度と学習者レベルとの関係 








高い ― 学習者は、顕在的知識を使用：選択的注意が意識的に働く 
 
 
「i＋１」レベルを処理する ⇒ 最も理解可能なインプットが促され、言語習得が効率的に進む 




































































表 4 インプットからアウトプットに必要な動機づけ手段        （筆者作成） 
インプット     適度な難易度の活動・教材を適切な方法で実施・提示 
                    ↓ 
理解可能なインプット ＋ 適度な注意量が言語処理を促進 
              足場かけを行う、緊張・不安を排除 
                    ↓ 
       「できる」「わかった」、動機づけ、自信、自己効力感 UP 
                   ↓ 






















表 5 第二言語認知プロセスと脳活性状態  
                    （村野井, 2006、大石, 2006 を参考に筆者作成） 
 
＜第二言語認知プロセス＞                  ＜脳活性状態＞ 
インプット                           意識的処理 
         気づき 
気づかされたインプット  
        理解 
理解されたインプット                             学習の積み重ね 
         内在化（インプットを取り入れる）                           
インテイク 
統合 
中間言語処理（自動化、長期記憶化）                無意識的処理 
                                                                  （大石, 2006） 

















このような分析的学習がふさわしくないことがわかる。具体的に見てみると小学校 6 年生の We 
Can! 2 （文部科学省, 2018b）の Unit 5 "My Summer Vacation" では、I went to the sea. I saw 
the blue sea. I ate ice cream. などの不規則動詞の過去形が入ってきている。更に I enjoyed 







6. 小学校 3 年生から高学年へつないでいく 
第 6 節では、小学校 3 年生で始まる外国語活動を高学年の外国語へとつないでいくために認
知発達の違いをまとめる。 
6.1．小学校 3 年生と 6 年生の認知発達 













（岡・金森, 2012; 小川・東, 2017）      
 
上記の通り、小学校 3 年生、4 年生で行う「外国語活動」では、Let's Try! （文部科学省, 2018a）
の中の Let's Watch and Think で具体的な話すこと［やり取り］のモデルを見て、何を話して
いるのか推測したり、理解して同じような活動を行ったりできるようになっている。 




いる。We Can!（文部科学省, 2018b）では、Let's Read and Write、Sounds and Letters、Jingle
も入り、文字の導入が行い易くなっているので、有効活用できることが望ましい。 
 







（岡・金森, 2012; 小川・東, 2017） 
 
 3 年生、4 年生にはない Small Talk、及び読む活動、書く活動が 5 年生、6 年生で入ってい
ることは認知発達の点から見ても年齢に適している。 
                                   
6.2．5 年生からの「Small Talk」（新学習指導内容）について 
 5 年生から入ってくる Small Talk をどのように扱うと良いのかについて考察する。Small 






















になり、トピック（題材）がないと何の脈略もないため、What do you like? Can you play …? 
などの表現の繰り返しのみになってしまう恐れがある。従って、聞きたいことでないと思考が
働かないことになる。「聞き返したり」「確認したり」「言い換えたり」する過程で意味のやり取





いきなり 5 年生になってから Small Talk を先生と行う、或いは 6 年生になって Small Talk で
友達同士の会話のやり取りを行うように言われても対応が難しいかもしれない。児童だけでは












に「読む活動」と「書く活動」（書き写す活動）になっていく。5 年生の We Can! 2（文部科学























 今回の執筆では、公立小学校での外国語教育が小学校 3 年生から開始されるため、そこに焦
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